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所管課

Ⅰ．履行確認

１．維持管理業務

(1) 清掃

指定管理者 委託業者

○

○

(2) 保守・点検

指定管理者 委託業者

○

○

○消防設備保守点検 専門業者と委託
契約締結
年2回実施。
　機器点検：9/20
　総合点検：
R5/2/13

契約書、報告書等
確認

適正 適切に実施、処理されて
いる。今後とも適切に実施
し、指摘事項等があれば
所管課と調整の上、適切
に対処すること。

1日と15日に施設
管理係を中心に
施設全体の定期
安全点検を行っ
ている(建物内の
照明設備、空調
機器、草刈り等)。

所内巡視簿
書類等確認

適正 所内巡視等により適切に
行われている。今後とも継
続し、良好な研修環境の
維持に努めること。

電気設備点検

〈定期清掃〉 担当職員が分担
ごとに点検、清掃
を実施。委託業
者により、ごみ回
収を週３回、貯水
槽清掃を年1回実
施。利用者退所
後、宿泊室の消
毒を実施(次亜塩
素酸水噴霧及び
手拭き)。

報告書等書類確
認
現地確認

適正 適切に実施されている。今
後とも、利用状況等を勘案
の上、計画的な実施に努
めること。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

専門業者と委託
契約締結
2ヶ月毎：1回実
施。
（4/11、6/15、
8/10、10/3、
12/6、R5/2/10）
年次点検：1回
（10/3）

契約書、報告書等
確認

適正 適切に実施、処理されて
いる。今後とも適切に実施
し、指摘事項等があれば
所管課と調整の上、適切
に対処すること。

施設職員による点
検

指定管理者制度導入施設　モニタリングシート

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

〈日常清掃〉 利用の都度、利
用団体による清
掃。
職員による日常
清掃。

所内巡視簿
書類等確認

適正 適切に実施されている。今
後とも、職員による施設巡
回・チェックを行い、環境
美化に努めること。

指定管理者

施設名称 対象年度 令和４年度沖縄県立玉城青少年の家

教育庁
生涯学習振興課

一般社団法人　沖縄じんぶん考房
指定期間：平成31年４月～令和６年３月
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○ ○

○

○

○

〇

(3) 保安・警備

指定管理者 委託業者

②○ ①○保安警備

衛生保守管理業務
(害虫防除業務）

専門業者と委託
契約締結。
ゴキブリ等の小型
害虫駆除
年2回実施。
（8/1、R5/3/20）

契約書、報告書等
確認

適正 適切に実施、処理されて
いる。今後とも適切に実施
し、指摘事項等があれば
所管課と調整の上、適切
に対処すること。

貯水槽清掃 専門業者と委託
契約
年1回実施。
（R5/2/8）

契約書、報告書等
確認

適正 適切に実施、処理されて
いる。今後とも適切に実施
し、指摘事項等があれば
所管課と調整の上、適切
に対処すること。

浄化槽設備点検 専門業者と委託
契約締結。
月2回実施。
（4/5、4/20、
5/2、5/18、6/2、
6/15、7/1、
7/25、8/10、
8/23、9/6、
9/27、10/6、
10/19、11/14、
11/29、12/12、
12/21、R5/1/7、
1/26、2/8、
2/20、3/2、3/20）

契約書、報告書等
確認

適正 適切に実施、処理されて
いる。今後とも適切に実施
し、指摘事項等があれば
所管課と調整の上、適切
に対処すること。

ボイラー設備保守
点検

専門業者と委託
契約締結。
　年2回実施。
（8/24、R5/1/18）

契約書、報告書等
確認

適正 適切に実施、処理されて
いる。今後とも適切に実施
し、指摘事項等があれば
所管課と調整の上、適切
に対処すること。

簡易水道設備点検 職員により容量を
確認し、消毒用
塩素を補充(不定
期)。
専門業者と委託
契約締結。
　　年1回
（R5/3/31）

契約書、報告書等
確認

適正 適切に実施、処理されて
いる。今後とも適切に実施
し、指摘事項等があれば
所管課と調整の上、適切
に対処すること。

①警備業者と委
託契約締結。
夜間は毎日17:15
～8:30、土曜日・
日曜日・年末年
始・慰霊の日・旧
盆・台風時は8:30
～17:15警備員1
名の常駐警備。
②本館正面にい
こいの広場側へ
監視カメラを移設
し、常時監視して
いる。

契約書、日誌等確
認

適正 　工事中のB炊飯棟周辺
の巡回は、施工業者と調
整し、適切に実施してい
る。
　今後とも継続し、指摘事
項等があれば所管課と調
整のうえ、適切に対処する
こと。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）
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(4) 小規模修繕

指定管理者 委託業者

○ ○

(5) 備品購入

指定管理者 委託業者

○

(6) 防犯・防災対策

指定管理者 委託業者

○

○

(7)料金徴収業務

指定管理者 委託業者

○

○実費負担等徴収 徴収実績 662千
円
料金徴収フロー
図に基づき徴収

領収書等、関係書
類確認

適正 適切に実施されている。今
後とも所内ルールに基づ
き、現金管理の厳正に努
めること。

届出書等、書類確
認

適正 適切に実施されている。
今後とも法令に基づく訓練
を確実に実施すること。

消防訓練 年2回実施
  10/12届出
10/29実施
R5/3/6届出
R5/3/10実施

届出書等、書類確
認

適正 適切に実施されている。
今後とも法令に基づく訓練
を確実に実施すること。

実績計 1,160 千
円
建物付属設備、
空調機器、車両、
乗用草刈り機、厨
房設備、浄化槽
機材、ボイラー配
管、消防設備、監
視カメラ移設

請求書等、書類確
認。及び現物確認

適正 適切に実施されている。老
朽化に伴い改築が控えて
いる施設であるが、今後と
も所管課と連携しながら計
画的な修繕に努めていくこ
と。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

１．維持管理業務
取組改善案

⑴～⑺全ての項目で概ね適切に維持管理が行われている。
新館開所までの間、巡回等による施設の状況把握及び異常箇所への早期対応に努め、
維持管理を適切に行うこと。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

当初予算　0円 実績計　 152 千
円
ウエブ配信機材
（研修室利用者
貸出用PC購入）

請求書等、書類確
認。及び現物確認

適正 適切に予算運用されてい
る。今後も利用者の活動を
重視した備品購入を行
い、利便性の向上に努め
ていくこと。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

1件50万円未満の
修繕を実施

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証 現状分析・課題
（事業報告書） （現地確認）

施設利用料徴収 徴収実績 470千
円
料金徴収フロー
図に基づき徴収

領収書等、関係書
類確認

適正 適切に実施されている。今
後とも所内ルールに基づ
き、現金管理の厳正に努
めること。

避難訓練 年2回実施
  10/12届出
10/29 実施
R5/3/6届出
R5/3/10実施
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２．運営業務

(1) 利用実績

１) 利用者数等

前年比 計画比

9,356人 148% 40%

3,321人 117% -

924人 239% -

5,111人 151% -

17,018人 122% -

1,816人 78% -

2,746人 146% -

4,040人 118% -

17人 0% -

8,399人 127% -

8,100人 151% -

797 134% -

C

２) 施設稼働率

前年比 計画比

237日 149% 113%

232日 141% 105%

98% 95% 93%

- 20,817人

評価（①利用状況）

その他 - 10,633人

　上半期は、新型コロ
ナの影響による利用
のキャンセルが相次
いだが、下半期から
は利用団体が増加し
て、利用者数・利用
日数とも前年度を大
幅に上回った。

利用日数 313日 328日

利用率 100% 93%

-

-

-

宿泊室

研修室

体育館（プレイホール）

キャンプ場

（参考３）利用団体数

利用者延べ数 34,435人 13,834人

（利用者
内訳）

学校教育 - 3,894人

社会教育 - 2,208人

その他 - 7,732人

令和３年度
実績

整合性の検証

整合性の検証令和３年度
実績

事業計画
（目標値）

令和４年度
実績

現状分析
・課題

事業計画
（目標値）

令和４年度
実績

現状分析
・課題

（参考２）利用者実数 - 12,250人

上半期はコロナ禍に
よる利用のキャンセ
ルが相次いだが、下
半期にかけ、利用者
が徐々に増え始め
た。
　しかし、本館改築工
事に伴う野外炊飯活
動等の施設利用に
制限があり、利用者
の本格的な回復には
至らなかった。
　また、次年度は新
館への移転に伴う休
所期間（9月～11月）
があるため、今年度と
同様に利用者数の
低迷が予想される
が、新館移転後の閑
散期（1月～3月）を対
象とした利用促進策
を打ち出せるかが課
題となる。

（参考１）施設ごとの内訳

1,416人

4,005人

4,763人

0人

開所日数 313日 354日

1,071

-

-

【評価基準（①利用状況）】

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満
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(2) 受付・接客

指定管理者 委託業者

〇

(3) 広報

指定管理者 委託業者

〇

(4) 情報管理

指定管理者 委託業者

〇

 現状分析・課題

 現状分析・課題

 現状分析・課題

個人情報等の適
切な管理を実施
する

1.個人情報管理
取扱いは規則に
則り対応してい
る。
2.朝礼等で、不
定期に注意喚起
を図っている。
3.個人情報に係
る廃棄書類の
シュレッダーによ
る破砕の徹底を
図っている。

関係書類等による
確認

適正 適切に実施されている。今後も、所内
ルールの徹底や研修の実施等により全
職員の意識の持続、向上に努めること。

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

適正

（事業報告書）

ＨＰ、新聞、館内
掲示や配布物に
よる事業等のア
ピールを実施

SNS、ホームペー
ジ、NHKテレビ、
ラジオ沖縄、新
聞、新聞副読紙
への投稿、作成
ポスターの館内
掲示、関係機関
への広報依頼、
生涯学習セン
ター「おきなわ県
民カレッジ学習メ
ニューブック」へ
の掲載、事業開
催時の閉会式で
の案内を実施。

関係書類等による
確認

適正 適切に実施されているが、周知が行き
届きにくい学校向けや専門分野の事業
については、広報手段や時期の工夫が
必要である。

（事業報告書） （現地確認）
整合性の検証

必要に応じて、所内会議を実施し、情
報共有を図る等、適切に実施されてい
る。

（事業報告書） （現地確認）

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証
（現地確認）

事業計画

実施主体
(該当者に○印) 実施内容

整合性の検証

全職員が対応可
能な体制の構築

業務日誌、不定
期の所内会議を
実施し、情報共
有を行っている。
毎日の朝礼で
は、執務心得の
唱和を欠かさず、
各自の業務予定
や担当業務の進
捗を発表してい
る。

関係書類等による
確認
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(5)職員研修の実施

指定管理者 委託業者

〇

３．主催事業

事業計画 実績 整合性の検証

指定管理者 委託業者 （定員） （参加人数） （計画達成率）

〇 25 21 84%

〇 60 17 28%

〇 100 107 107%

〇 30 34 113%

〇 - 中止 -

〇 4 4 100%

〇 - 中止 -

初心者陶芸教室
　～親子で土に
触れて作品をつ
くろう

6月18日 5歳以上の家族 新規事業だったが、定員の3
倍の応募があった。ニーズは
高いが、講師1名で対応できる
人数が決まっている為、抽選と
なった。多人数でも対応できる
工夫を検討すること。

施設の受入れプログラムの質向上を目
指し、精力的に研修を実施している。ま
た、社会教育の振興へ寄与するため社
会教育主事資格についても、取得を進
めている。

青少年の家プロ
グラムサポート実
習
入門編＆実践編

入門編：5月20日
実践編：5月21日

施設利用団体引
率者
教員志望者、学校
職員等

施設の活用方法を伝える場だ
が、利用希望者へ案内が届い
ていない現状がある。掘り起こ
しを模索する必要がある。

業務仕様書に基
づく職員研修の
実施

実績447,970　円
プロジェクトアドベ
ンチャー指導者
養成講座（6月、
10月）、伐木業務
特教育チェン
ソー （11月）、社
会教育士研修（2
月）、沖縄地区青
少年教育施設連
絡協議会（3月）

関係書類等による
確認

適正

春のファミリー
キャンプ

4月23日 家族等の小グ
ループ

事業計画
実施主体

実施期日 対象

学びつながる地
域づくりを考え
～オンライン事例
発表セミナ-①第
1回②第2回③第
3回④第4回

①6月4日
②9月3日
③12月10日
④3月11日

関心のある方

親のまなび合い
×子ども炊飯教
室

新型コロナにより
中止

ひとり親世帯

土曜日は玉城で
運動遊び
～ストリートワーク
アウト沖縄に学ぶ
身体づくり

10月15日
変更
10月1日
延期
1月28日

学童クラブ(団体)

星空の魅力発見
～玉城で星空観
察

天候不良の為中
止

事業計画

実施主体
(該当者に○)

実施内容
整合性の検証  現状分析・課題

（事業報告書） （現地確認）

 現状分析・課題

会場とオンラインのハイブリッド
配信。機材操作も職員が対応
して実施。今後も職員研修な
ど行い、サービス向上に努め
ること。

この事業は那覇市母子寡婦福
祉会と連携しているが、県内コ
ロナ感染状況を鑑み中止と
なった。

連携団体はボランティアベー
スの団体であり、実施可能な
人数の会員を集めることに難
がある為、少人数で実施でき
る体制に変更が必要。

小中学生とその保
護者

泊まりで星空観察をする事業
な為、星が見れない天候では
中止となってしまう。他事業と
の兼ね合いで振替日を設定で
きるように調整の検討が必要。

新型コロナにより宿泊事業から
日帰りの事業へ変更になり、
規模縮小により応募数が減少
したと考える。
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〇 - 中止 -

〇 60 71 118%

〇 20 18 90%

〇 100 30 30%

〇 30 15 50%

〇 385 385 100%

〇 - - -

814 702 86%

４．自主事業
事業計画 実績 整合性の検証

指定管理者 委託業者 （定員） （参加人数） （計画達成率）

〇 150 638 425%

〇 90 71 79%スターウォッチン
グ入門
①②③④⑤⑥

①5月13日②7月
15日③9月10日
④11月18日⑤1
月20日⑥3月10
日

小中学生とその保
護者

天候不良でも楽しめる星空入
門にするため、スマートフォン
アプリの紹介やPCフリーソフト
の紹介、望遠鏡操作体験など
パッケージ化したことで、安定
して高評価を頂いている。

子どもあそび祭り
in 玉城～障がい
がある人もない人
も一緒に楽しめる
子どもの遊びま
つり

5月5日 一般、子ども連れ
の家族

県レクリエーション協会と連携
し、多くのブース体験を展開で
きた。大きなイベントをするに
は誘導員の確保など安全管理
を徹底すること。

計 実施10事業、中止3事業

事業計画 実施主体 実施期日 対象  現状分析・課題

出張！体験プロ
グラム
　～たまぐすから
体験の輪を広げ
よう

通年 沖縄本島内の児
童館

出張システムの構築はできた
が、児童館のニーズ調査や広
報に時間がかかり、利用希望
につなげられなかった。必要
度の高い事業であることから、
問題点を改善し事業実施に向
けて取り組むこと。

子ども若者自立
共育フォローアッ
プ事業～野外体
験で未来を育む

通年 自立支援施設に
通所している方

自立支援施設と連携し、自然
の中でのびのび活動してもら
えた。施設の活用方法を広
げ、より効果的な支援ができる
ように連携すること。

学校で活かせる
レクリエーション
技法～学校レクリ
エーションサポー
ター研修

3月25日 教育実習を控えて
いる学生等

レクリエーションは、教員を目
指す方にとっては重要なスキ
ルであると考えられる。収支が
マイナスであるが参加者の
ニーズを再確認し、事業内
容、広報手段等を工夫し参加
者増に取り組むこと。

グスクロード健康
ウォーク
～家族や仲間と
クイズラリー

3月18日
→天候不良
3月19日

一般 分散開催としたが、1日目は天
候不良の為、実施できず。地
図を持って各自で歩く為、道
に迷う参加者もいた。効果的
なルート表示を工夫すること。

ファミリーデイキャ
ンプ
～広大な敷地で
宝探しゲーム

2月19日 小中学生とその保
護者

直前の参加者キャンセルが発
生し、繰り上げ当選の参加依
頼の対応を行った。今後も参
加者との連絡を密にして対応
すること。

歴史散歩パート1
尚巴志即位600
年記念事業～ゆ
かりの地を巡る
パート2糸数集落
～①区民編②県
民編

パート1：12月11
日
パート2：①2月5
日
②2月12日

小学生以上、一般 生涯学習としてご高齢の方の
応募が多く、定員の3倍以上の
応募がある日程もある。開催
日を増やすなど柔軟な事業運
営ができるかが課題である。

介護レクリエー
ションサポーター
研修会

中止 高齢者に関わる方 本事業は県レクリエーション協
会と連携しているが、県内コロ
ナ感染状況を鑑み中止となっ
た。
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〇 60 20 33%

〇 30 30 100%

〇 25 18 72%

〇 20 22 110%

〇 - 中止 -

〇 20 18 90%

〇 30 32 107%

〇 20 22 110%

〇 40 18 45%

〇 20 23 115%仲村渠の稲作を
学ぶ➁
～稲作発祥の地
で収穫体験

11月13日 稲作体験に興味
がある家族

本事業は仲村渠稲作会と連携
しており、雨天時の判断を事
前に決めていたが、当日は判
断の難しい天候(雨のち曇り)
であった。実施か中止の判断
以外の検討が必要であった。

アクティビティで
体感するチーム
ビルディング①②

①11月12日
②2月25日

学校、学童クラブ
の職員、教師を目
指す方、子どもに
関わる活動等に携
わる方

広報の周知に時間がかかる
為、早めの広報活動が必要で
ある。また、内容が伝わりづら
い事業の為、プロモーション方
法を再考する必要がある。

初心者アウトドア
体験
～野外調理とマ
ジックアワー
ウォーク

9月25日
→延期
1月22日

小中学生とその保
護者

本事業は定員の3倍の応募が
ある人気事業である。野外調
理時には、火を扱う箇所での
安全管理や参加者支援など、
人員配置の工夫改善が必要
である。

子どもが主役の
海遊び
～シーカヤック体
験とビーチコーミ
ング

10月9日 小学生を含む家
族

本事業は３つの協力団体と連
携した事業であり、それぞれの
ノウハウが活かされていたが、
連携団体が多い為、調整業務
の円滑化が課題である。

出張！ミツバチ
教室＆はちみつ
収穫体験

10月29日 5歳以上の子ども
がいる家族

本事業は2年目の継続事業で
あるが、定員の3倍の申込が
あった。自然保護の観点に
沿ったな内容で、なおかつ
リーズナブルな価格が好評を
得ている。

キャンプという名
の防災訓練～キ
ミは48時間を生き
抜くことができる
か

7月29日～31日
→延期
9月23日～25日

小学4年生～中学
3年生

防災について、実体験を伴う
内容や講師の防災士と連携す
るなどして、参加者の理解が
深められるよう工夫を行ってい
る。

暗闇でフィールド
ゲーム　マジムン
ナイト①②

①8月13日
→新型コロナによ
り中止
②9月17日

5歳以上の子ども
がいる家族

本事業は、夜の施設を家族や
仲間と協力して課題を解き、そ
の中で沖縄の伝説や魔除け
についても学べる事業となっ
ている。

仲村渠の稲作を
学ぶ①
～稲作発祥の地
で田植え体験

新型コロナ影響
により中止

稲作体験に興味
がある家族

本事業は仲村渠稲作会と連携
したものであったが、コロナ感
染防止非常事態宣言発令に
伴い、協議の結果中止となっ
た。

子ども若者自立
支援者交流会①
第1回②第2回③
第3回

①5月16日
②10月17日
③2月27日

自立支援施設に
関わる支援者

送迎車両がない自立支援施
設があるため、送迎サービスな
どあると利便性が向上するとの
意見がある。意見を受けて改
善に向けた検討が必要であ
る。

こどもの遊びつく
り隊
　～グループレク
リエーションサ
ポーター研修

6月28日 学童クラブ指導員 グループレクリエーション研修
は学童の先生に需要があり定
員が埋まりやすい。OJTが多
い職種な為、先生のスキル
アップの一助となっている。
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〇 - 中止 -

〇 - 中止 -

505 912 181%

５．共催事業等

事業計画 実績 整合性の検証

指定管理者 委託業者 （定員） （参加人数） （計画達成率）

〇 20 28 140%

〇 20 24 120%

〇 200 240 120%

240 292 122% 実施3事業

今年度は、会場参加とオンライン参加が同時にできるハイブリッド配信の機材を導入し、コロナ禍でも学びを止
めない事業運営を取り入れており、今後も、時代のニーズに見合った事業形態を推進していただきたい。
令和５年度は、新館への引越による閉所期間があるため、受入事業と主催・自主事業をバランスよく運営でき
るよう業務の見直しや効率化を図る必要がある。

計

２．運営業務
３．主催事業
４．自主事業
５．共催事業等
取組改善案

地域ぐるみで「体
験の風をおこそ
う」運動推進事業
「ミツバチから学
ぼう！環境教室」

7月9日 5歳以上の子どもと
その家族

自主事業で同じ講師と連携し
て事業を展開した。ミツバチを
題材に環境学習やSDGｓの講
話、ハチミツの収穫体験が楽
しめる為、高評価を得ている。

「遊びリンピックin
沖縄2022」

10月22日 子ども 本事業は「体験の風をおこそう
運動推進月間」の中心的な行
事として、各青少年の家や関
連団体がプログラムを提供し
ている。大人数に提供できる
プログラムの工夫が必要。

沖縄の野草をみ
つけよう！～玉
城富里周辺～

5月29日 小学生以上、一般 南城市中央公民館との共催事
業である。事業のスタイルやス
タンスに考え方の相違があり、
共催相手のスタイルを尊重し、
事業を実施していくことが重要
と感じている。

計 実施11事業、中止3事業

事業計画 実施主体 実施期日 対象  現状分析・課題

秋のたまぐすく体
験フェスタ～ガー
ルスカウトに教わ
ろう

11月27日
→中止

小・中・高校生 本事業は共催先のガールスカ
ウト沖縄県連盟の都合により、
中止となった。

フォトロゲイニン
グ～知力！体
力！チーム力！
で高得点を目指
せ！

12月17日
→天候不良の
為、中止

10ｋｍ以上歩ける
人、小学生以上の
子どもがいる家族
又は友人知人2～
5名で1グループ

本事業は参加者が各自玉城
地域内を自由にコース選択す
る事業の為、荒天時や高温時
は、安全確保のため中止の判
断となった。
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Ⅱ．サービスの質の評価

１．受入事業

令和３年度評価 令和４年度目標

〈満足度〉100％（※1）
・とても良い78％(84票)
・良い22％(24票)
・悪い0％(0票)
・とても悪い0％(0票)

〈満足度〉99％（※1）
・とても良い74％(119票)
・良い25％(41票)
・悪い 1％(1票)
・とても悪い0％(0票)

S

〈満足度〉96％（※1）
・とても良い59％(16票)
・良い37％(10票)
・悪い4％(1票)
・とても悪い0％(0票)

〈満足度〉98％（※1）
・とても良い55％(23票)
・良い43％(18票)
・悪い2％(1票)
・とても悪い0％(0票)

S

〈満足度〉94％（※1）
・とても良い64％(56票)
・良い31％(37票)
・悪い6％(4票)
・とても悪い0％(0票)

〈満足度〉96％（※1）
・とても良い57％(79票)
・良い39％(54票)
・悪い4％(6票)
・とても悪い0％(0票)

S

・毎朝、職員で施設の清掃
作業を行っており、特に入
所団体が利用する場所を
前もって重点的にチェッ
ク、清掃して快適安全に過
ごしてもらうよう努めている
ことが評価に繋がっている
と思われ、施設は古いが清
潔、整頓されているとの意
見感想が数件あった。
・プレイホールの遊具やプ
ログラム案を充実させてき
た結果、それを目的にした
リピート入所も増えてきてい
る。
・施設と設備の老朽化によ
る改善困難な箇所への同
じような苦情が今年度もみ
られた。
・エアコンが急に故障する
ことがあるが、他の部屋か
ら移設するなどして対応し
ている。

維
持
管
理
業
務

浴室・トイレ
の施設・設
備につい
て

〈満足度〉
90％

・洋式トイレの数や、シャ
ワーの水圧の問題に関し
ては、毎年改善の声が上
がるが、大規模な修繕が必
要になるため、やむなく現
状を事前打合せで利用者
に伝えている。
　普段の巡回により利用者
がいないときも必要に応じ
て清掃や修繕を行っている
ため、満足度が高いのは
衛生活動に日々努めてい
ることに対しての評価と思
われる。

・「悪い」が6票ある
が、ほぼ洋式トイ
レ増設の要望であ
る。旧館利用中
は、利用者の理解
を得られるよう、こ
れからも丁寧な案
内を続けていくこ
と。
・施設の老朽化に
よる設備不良はあ
るが、施設職員の
日頃の点検によ
り、管理は徹底さ
ている。

（良い意見）
　・各部屋きれいで、子ど
も達も広々使うことができ
ました。
　・安全に整備されてい
た。
　・すべてにおいてとても
良かった。

（悪い意見）
　・施設が古かった。
　・プレイホールが暗く感じ
た。

（良い意見）
・小さい子から大人まで楽しめるグッ
ズがあってよかった。
・清潔さが保たれており、使用しやす
い施設。用具が使用しやすいように
置かれている。
・プレイホールの道具が揃っていて
充実した時間を過ごせた。

（悪い意見）
・時期的に仕方がないがプレイホー
ルがすごく暑い。
・エアコンの故障があり、施設内の暑
さが気になった。
・プレイホール内のラインをきれいに
貼りなおしてほしい。

（良い意見）
・子どもたちは洋式トイレが
使いやすいので、しっかり
完備されており使いやす
かった。
・いつもきれいで使いやす
い。

（悪い意見）
・水圧が少し弱く、流すの
に時間がかかる。
・浴槽を利用したかった。
・洋式トイレを多くしてほし
い。
・虫が怖かった。

（良い意見）
・トイレきれいだった。

（悪い意見）
・洋式トイレが少ない。
・子どもたちは洋式トイレに慣れてい
るため、和式は入りづらかったよう
だ。
・湯船に入りたかった。
・水が出ないシャワーがあったり、水
圧が弱かったりした。
・身障者トイレがもっと使いやすいと
よい。

（良い意見）
・感染症対策ができており
使いやすかった。
・各部屋に検温アルコー
ル機器や換気扇があり安
心してすごせる。
・広くてとてもよかった。

（悪い意見）
・部屋の雨漏りがあった。
・女性部屋のコンセントが
使用できなく不便に感じ
た。

（良い意見）
・テーブル間隔がとられ、各所にア
ルコールが設置され、感染対策に配
慮されている。
・検温が一瞬でできて良かった。
・建物は古いが、清潔感が感じられ
た。

（悪い意見）
・一日も早く建て替えが終わることを
期待したい（南部地域に宿泊施設が
ないので）。
・リーダー室のクーラーが故障してい
た。
・大雨のため床が滑りやすくなって
いるため、少しヒヤッとした場面が
あった。

維
持
管
理
業
務

宿泊で利
用する施
設・設備・
用具につ
いて

〈満足度〉
90％

・新型コロナウイルス感染
拡大により、宿泊利用が少
なく、回答数も少ない。
・県の感染防止対策認証
施設として、ガイドラインに
沿って危機管理を徹底し
つつ運営してきた結果、利
用者からの信頼と安心の
評価を得ることができてい
る。
・建て替え工事のため、や
むを得ず休止しているが、
野外炊飯やキャンプ活動
の早期再会を望む意見も
見られ、必要性の高さを感
じる。新館オープンの際に
は、野外炊飯等の利活用
を充実させたい。
・大雨の後の床が滑りやす
いことについては、利用者
に注意喚起するとともに、
高圧洗浄し改善に努めた。

「良い」と評価しつ
つ苦情を記述して
いる内容から見
て、一部の利用者
は施設の老朽化
による不便を感じ
ていると受け取れ
る。
今後もできる限り
の対策は施し、コ
ミュニケーションや
配慮、清掃などで
カバーすることで
利便性、快適性の
向上が必要。

維
持
管
理
業
務

評価項目
第三者（利用者等）評価 指定管理者

自己評価
現状分析・課題

令和４年度評価

研修で利
用する施
設・設備・
用具につ
いて

〈満足度〉
90％

・老朽化に伴う施
設の現状につい
て、事前の打ち合
わせ時に引率者
へ説明と直接の
確認、了承を得て
いる。エアコンの
突然の故障と修
理の部品獲得等
に苦慮しており、
旧館利用中は不
安が残る。
今後も定期巡回を
行い、危険個所や
修繕箇所の早期
把握に努めるこ
と。
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令和３年度評価 令和４年度目標
評価項目

第三者（利用者等）評価 指定管理者
自己評価

現状分析・課題
令和４年度評価

〈満足度〉100％（※1）
・とても良い48％(11票)
・良い52％(12票)
・悪い0％(0票)
・とても悪い0％(0票)

〈満足度〉100％（※1）
・とても良い48％(15票)
・良い52％(16票)
・悪い0％(0票)
・とても悪い0％(0票)

S

〈満足度〉100％（※1）
・とても良い48％(16票)
・良い20％(4票)
・悪い0％(0票)
・とても悪い0％(0票)

〈満足度〉100％（※1）
・とても良い59％(17票)
・良い41％(12票)
・悪い0％(0票)
・とても悪い0％(0票)

S

〈満足度〉98％（※1）
・とても良い79％(37票)
・良い19％(9票)
・悪い2％(1票)
・とても悪い0％(0票)

〈満足度〉100％（※1）
・とても良い68％(39票)
・良い32％(18票)
・悪い0％(0票)
・とても悪い0％(0票)

S

（良い意見）
・わかりやすく楽しくプログ
ラムを行えた。
・安全に楽しむことができ
た。
・工事もある中では充実し
た活動プログラムだと思
う。

（悪い意見）
・雨で予定していたアドベ
ンチャーウォークが中止に
なった。

（良い意見）
・防災カレー作りも良かった。
・防災炊飯はとても良いプログラムだ
と思います。
・ラミネートされた写真やワークシート
など、わかりやすかった。
・プラズマカーとパイプリレーゲーム
は初めてで参加者が大喜びしてい
た。

（悪い意見）
・野外炊飯の復活をお願いしたい。
・野外炊飯が再開できるとよいと思
う。
・工事中なので仕方がなかったが手
作りカレーに挑戦させたかった。

・防災炊飯プログラムは、
近年の災害対応ニーズ
や、子どもたちの生きる力
の育成、ヒントに繋がる体
験教育プログラムとして、学
校や引率者から、高評価な
意見が多々あった。
・プレイホールの体験プロ
グラムを充実させたことで、
利用団体が常に悩んでい
た雨天時の代案としても、
解決策になっており、利用
団体が相談可能な環境を
提供できている。
・子どもたちに野外炊飯を
させたいという意向を持つ
回答者も多いことから、新
館への期待は大きいと思
われる。

・利用者へ良い体
験プログラムが提
供できていると思
われる。令和4年
度は、防災炊飯プ
ログラムへの問い
合わせも多いこと
から、当施設の特
色ある取り組みと
して施設利用の増
加につなげていた
だきたい。さらに、
リピーターの要望
に応えるために、
同プログラムの発
展形の開発も検
討が必要である。

・感染症対策につ
いては好評で、理
解も得られてい
る。事前打ち合わ
せで丁寧に説明
し、理解が得られ
るよう調整をして
おり、理解を得ら
れている。
・今後も利用者に
は丁寧な対応を
心掛けていただき
たい。

施設が提
供する活
動プログラ
ムについて

〈満足度〉
90％

・新型コロナウイルス感染
拡大に伴い、食堂利用は
減少したが、その中でも評
価は概ね好評であった。
・アレルギー対応と衛生管
理面については、利用団
体からのアレルギー報告書
の事前提出と確認、また、
調理業者との共通確認を
行い、アレルギー事故の未
然対応を徹底している。
・料金の割に、ボリュームも
あると毎年定評がある。新
メニューの考案や開発にも
取り組みたい。

・令和４年８月に
食堂利用料金の
値上げを行った
が、物価高の現況
では、満足度の高
いメニュー構成や
内容量の確保な
ど課題が残る。

（良い意見）
・栄養満点ですばらしかっ
た。
・子どもたちも美味しいと
いって食べていた。
・毎食バランスの考えられ
たメニューでとても美味しく
飽きることなくいただけた。

（悪い意見）
・くずもちにラップの異物
混入があった。

（良い意見）
・カレーがおいしかった。

（悪い意見）
・特になし。

運
営
業
務

維
持
管
理
業
務

食堂の施
設・設備に
ついて

〈満足度〉
90％

運
営
業
務

食堂の提
供するメ
ニューにつ
いて

〈満足度〉
90％

（良い意見）
・シンプルで使いやすかっ
た。
・手洗い場が内部にあって
助かる。
・パーテーションで仕切ら
れていて安心して食事が
できた。

（悪い意見）
・すこし狭いところが気に
なる。

（良い意見）
・特になし。

（悪い意見）
・食堂は100人規模で利用する場
合、少し狭い感じがした。

・新型コロナウイルス感染
拡大による宿泊利用減少
に伴い、食堂利用も激減し
た一年だったが、安心・安
全な環境での食事の提供
を心掛けてきたことが、概
ね良好な評価となってい
る。
・100名を超える大人数の
利用の場合には、弁当の
持参を推奨したり、食堂ス
タッフの協力の下、2回に
分けた時間差の食堂入場
など、利用者と相談しなが
ら、施設設備のガイドライン
に沿った対応をしてきたこ
とも、安心利用へ繋がって
いる。
・利用者に影響が出る前に
対応できたが、設備の経年
による故障や劣化が次々と
発生し、修繕の対応に追
われる一年だった。



別紙６－Ⅰ

令和３年度評価 令和４年度目標
評価項目

第三者（利用者等）評価 指定管理者
自己評価

現状分析・課題
令和４年度評価

〈満足度〉100％（※1）
・とても良い87％(75票)
・良い13％(11票)
・悪い0％(0票)
・とても悪い0％(0票)

〈満足度〉100％（※1）
・とても良い91％(121票)
・良い9％(12票)
・悪い0％(0票)
・とても悪い0％(0票)

S

〈満足度〉100％（※1）
・とても良い89％(68票)
・良い11％(8票)
・悪い0％(0票)
・とても悪い0％(0票)

〈満足度〉100％（※1）
・とても良い80％(88票)
・良い20％(22票)
・悪い0％(0票)
・とても悪い0％(0票)

S

〈満足度〉100％（※1）
・とても良い64％(14票)
・良い36％(8票)
・悪い0％(0票)
・とても悪い0％(0票)

〈満足度〉100％（※1）
・とても良い53％(17票)
・良い47％(15票)
・悪い0％(0票)
・とても悪い0％(0票)

S

運
営
業
務

電話や窓
口での対
応、プログ
ラムの指導
について

〈満足度〉
90％

・令和4年度も、親切、丁
寧、迅速を心掛けて、良い
コミュニケーションがとれた
ことが、高評価に繋がった
と思われる。
・利用団体と事前打合せ書
を共有し、準備物も含めて
確認を行っている。

（良い意見）
・ボリュームの割に安く感じ
た。

（悪い意見）
・朝より夕食を多くするとよ
い。
・食事の時間に幅があると
助かる。

（良い意見）
・特になし。

（悪い意見）
・以前よりも食事代がUPしていたの
で、もう少し安ければよいと思った。

（良い意見）
・丁寧ですごく良かった。
・全てにおいて職員の方
の対応が丁寧。
・何度も日程変更に対応し
ていただいた。

（悪い意見）
・無し

（良い意見）
・丁寧でわかりやすかった。
・急な利用になったが、対応いただ
き感謝。
・悪天候、コロナ禍が危惧されての
大会実施だったが、施設の職員の
協力のおかげで、無事終えられ、感
謝。
・景色がよく見れる場所や散歩コー
スなど、案内があり良かった。
・シャワーのお湯が1か所でなかった
が、職員がすぐに対応してくれた。

（悪い意見）
準備物を打合せ時に確認したが、
準備するべきものがしっかり伝わら
なかった。

高評価を頂いて
いる。
今後とも、変化す
るニーズに対応で
きるよう常にスキル
アップに励み、利
用者目線の応対
を心がけ、信頼と
満足度を維持でき
るよう努めること。

施設の利
用料金に
ついて

〈満足度〉
90％

・施設の利用料金について
は毎年良い評価を受けて
いる。低価格の利用料金
に加え、窓口対応や施設
の清掃状況、体験プログラ
ムの充実なども高評価の一
環をなしている。

※1：満足度とは、回答選択肢のうち中位を超える割合（５段階評価の場合上位２段階
の割合、４段階評価の場合上位２段の割合、３段階評価の場合上位の割合）
　ただし、奇数評価の場合、中央に集まる傾向があること、「普通」評価は改善に繋げ
る観点では価値が乏しいことから、４段階評価が望ましい。

物価高騰や委託
費高騰を受け、利
用料金の見直し
について検討する
余地がある。

（良い意見）
・他の施設利用料金よりも
とてもリーズナブルでとても
よかった。
・丁寧な対応等含め安く感
じました。
・利用しやすい金額で助
かっている。

（悪い意見）
・無し

（良い意見）
・薪代の支払いだけで利用できたの
は、とても助かる。
・4泊5日をこの価格で利用できたの
はよかったです。
・テーブル、イスなど無料で利用させ
ていただき、会員一同大変感謝して
いる。
（悪い意見）

運
営
業
務

食事料金
について

〈満足度〉
90％

・概ね良い評価となってお
り、利用者満足度は高い。
・昨年度は、急な利用キャ
ンセルで発注食材の損失
もあったことが課題であっ
た。令和4年度は、利用者
の理解を得てキャンセルポ
リシーの遵守に努めてもら
い、食材発注に関する大き
な損失やトラブルは無かっ
た。

・令和4年8月に食
堂利用料金の値
上げをしたが、物
価高騰の影響等
も踏まえ、可能な
範囲で、利用者が
満足できる料金設
定を心がけること。

運
営
業
務

【評価基準（②満足度）】

総合評価においては各評価項目の満足度の平

均

各評価項目においてはそれぞれの満足度

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満
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Ⅱ．サービスの質の評価

２．主催・自主事業

令和３年度評価 令和４年度目標

〈満足度〉97％（※1）
・とても良い44％(96票)
・良い53％(117票)
・悪い3％(6票)
・とても悪い0％(0票)

〈満足度〉97％
・とても良い45％(133票)
・良い52％(153票)
・悪い3％(8票)
・とても悪い0％(0票)

S

（良い意見）
・周知が職場に来ていたので情
報が受け取りやすくて良かった
です。
・遠方から初めての参加で不安
でしたが優しくご対応いただい
て安心しました。
・わかりやすい広報で参加したく
なった。

（悪い意見）
・役所からのメールが4日前でた
またま休みで参加できた。
・チラシをもらうまで聞いたことが
無かった。ネットで検索しずら
かった。

〈満足度〉100％（※1）
・とても良い65％(140票)
・良い35％(76票)
・悪い0％(0票)
・とても悪い0％(0票)

〈満足度〉100％
・とても良い64％(154票)
・良い36％(85票)
・悪い0％(0票)
・とても悪い0％(0票)

S

（良い意見）
・前日の電話、丁寧な案内あり
がとうございました。
・一つ一つ丁寧に教えてくれ
た。
・持ちものなど電話で連絡してく
れたのがよかった

（悪い意見）　　特になし

〈満足度〉100％（※1）
・とても良い76％(172票)
・良い24％(54票)
・悪い0％(0票)
・とても悪い0％(0票)

〈満足度〉99％
・とても良い48％(187票)
・良い51％(203票)
・悪い1％(4票)
・とても悪い0％(0票)

S

（良い意見）
・笑いがあり緊張感がほぐれてよ
かった.
・楽しくコミュニケーションができ
て良かったです.
・めっちゃ楽しかったです。内容
もですが講師の方やスタッフの
方の雰囲気がよく参加しやす
かったです.

（悪い意見）　なし

〈満足度〉100％（※1）
・とても良い74％(167票)
・良い26％(60票)
・悪い0％(0票)
・とても悪い0％(0票)

〈満足度〉100％
・とても良い75％(183票)
・良い25％(62票)
・悪い0％(0票)
・とても悪い0％(0票)

S

（良い意見）
・話が上手で子供達も飽きずに
楽しく受講できた。
・最初は緊張したけど講師の方
も明るくて良かった。
・分かりやすく興味深い内容で
した・分かりやすかった。

（悪い意見）　　特になし

（良い意見）
・１日でしたが、ゆっくりと過ごしながら楽
しむことができました。
・どれも興味のある遊びでした
・土に触れる時間も長くてよかった
・研修を受けるのと受けないのでは精神
的にも成長できるので良いです
・レクリエーション銘打っていたが座学中
心が多い中で本格的なデモンストレー
ションや経験などが出来たので良いと
思った。

（悪い意見）　特になし

　改築工事による制限とコロ
ナによる制限がある中で、
新たな体験プログラムを作
り出し、提供できている。ま
た、今年度はオンライン事
業も取り入れ、機器の操作
など新しいことにチャレンジ
している。今後は取り入れ
たことをよりブラッシュアップ
し、内容改善等につなげて
いく必要がある。

運
営
業
務

（
主
催
・
自
主
事
業

）

講師の進め
方について

〈満足度〉
90％

・「とても良い」「良い」を合わせ
ると100％。

・各事業とも参加者から高い評
価を得ている。外部講師だけ
でなく、職員が講師をする場合
もあるが、事前に目的や内容、
進行手順をしっかり詰めている
ことから、趣旨のずれない事業
展開ができている。

　外部講師に頼る事業だけ
でなく、連携して運営を分
担する手法も積極的に取り
入れている。
　また、所員が県外派遣お
ｎ経験を生かし、所員が講
師をすることもあるが、利用
者の満足度は高い。
　今後も講師の資格や経験
に応じた事業を展開してい
ただきたい。

（良い意見）
・元気があって良いです。
・安全面に配慮していただき楽しく体験
できました。
・優しくわかりやすく気づきを与えてくれ
た。

（悪い意見）
・声が聞き取りにくかった（マスクをつけ
ているためだと思う）
・やや早口で時々聞き逃したり周囲より
理解が遅くなった

運
営
業
務

（
主
催
・
自
主
事
業

）

事業の内容
について

〈満足度〉
90％

・「とても良い」「良い」を合わせ
ると99％。

・各事業とも、全体的な面で参
加者から高い評価を得られ
た。
　今年度はwithコロナの中で、
感染対策を考慮に入れた事業
運営に力を入れたことで、参加
者は安心して体験活動等に取
り組むことができ、評価につな
がったと考える。

（良い意見）
・LINEでの広報が良かった。
・HPでわかりやすく案内されていた
・注目を浴びやすく興味を惹かれる内容
が多かった。また資格も得られるというこ
ともあり、よりやってみたいという気持ち
が芽生えた。

（悪い意見）
・自分でワード検索しないと知らなかった
かもしれないのでもう少し頑張ってほし
い
・周りで知らない人が多いもっと広めてほ
しい
・教育委員会関係の友人からの情報で
参加することができたが、もっと大々的に
広報すべき

運
営
業
務

（
主
催
・
自
主
事
業

）

電話や窓
口の対応に
ついて

〈満足度〉
90％

・「とても良い」「良い」を合わせ
ると100％。

　接客の心構えがよくできてい
ると言える。事業前日に参加者
へ持ち物の確認や開催場所の
案内等、利用者を第一に考え
た対応ができている。各種の
資格取得を通した業務理解が
すすんでいる成果である。

　コロナ感染防止対策認証
店の登録を受けたため、以
前より利用者に不便をかけ
る場面が増えているが、感
染不安の軽減につなげる
対応として理解をいただい
ている。
　今後も常に利用者の立場
に立ち、丁寧で誠実な対応
を努めること。

ホームページへの掲載方
法以外にも、LINEや
InstagramといったSNSを
使った広報や、行政等へ協
力を求めたことで、ピンポイ
ントに広報を打てている印
象がある。
　しかし、専門分野の研修
会や交流会については、興
味ある方への広報が難し
く、課題がある。広報先の新
規開拓や需要先の調査が
必要である。

（良い意見）
・やさしく対応していただきました。
・笑顔で穏やかな感じでした
・初めての場所だったので早めに現地
到着してしまったが嫌な顔せず対応して
もらえた。更に少し早かったが受けいれ
てくれた

（悪い意見）　特になし

運
営
業
務

（
主
催
・
自
主
事
業

）

事前の広報
について

〈満足度〉
90％

・「とても良い」「良い」を合わせ
ると97％。

・広報は前年度に引き続き、メ
ディア媒体への掲載や教育事
務所への投函、学童へのチラ
シ配布を行った。
 また今年度からホームページ
への掲載、SNSの活用を促進
し、さらに生涯学習振興課や
市町村役場へ広報協力を依
頼したことで、事業の応募者数
が増加した。
　広報の工夫については成果
が現れている。

評価項目

第三者（利用者等）評価
指定管理者
自己評価

現状分析・課題

令和４年度評価
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〈満足度〉100％（※1）
・とても良い66％(143票)
・良い34％(74票)
・悪い0％(0票)
・とても悪い0％(0票)

〈満足度〉100％
・とても良い63％(151票)
・良い37％(87票)
・悪い0％(0票)
・とても悪い0％(0票)

S

（良い意見）
・3人の研修での500円の参加費
は良心的だと思います。
・安すぎる。
・内容に比較して安いと思いま
す。

（悪い意見）　　特になし

評価
(②満足度)

S

※1：満足度とは、回答選択肢のうち中位を超える割合（５段階評価の場合上位２段階の割合、
４段階評価の場合上位２段の割合、３段階評価の場合上位の割合）
　ただし、奇数評価の場合、中央に集まる傾向があること、「悪い」評価は改善に繋げる観点で
は価値が乏しいことから、４段階評価が望ましい。

１．受入事業
２．主催・自主事業

Ⅱ．サービスの質
の確認・評価
取組改善案

子ども向け事業だけでなく、一般向け、指導者向けの事業もバランスよく展開し、多くの県民のニーズに応えられるよう努めるとともに、多彩な利用方法
を提案できるよう取り組む必要がある。
また、令和５年度内には新館の利用開始が予定されており、新規事業の実施や既存事業の充実に向けた検討が必要である。

※「現状分析・課題」欄は具体的に記入してください。

（良い意見）
・無料でありがたい
・参加費が出ないので子連れが来やす
い
・手ごろな金額で良いと思う
・リーズナブル。無料でないので良い。
・誰でも参加しやすくて良いと思います。

（悪い意見）　特になし

１．受入事業
２．主催・自主事業

総合評価
（各評価項目の平

均）

１．受入れ事業
〈満足度〉　98.7％

２．主催・自主事業
〈満足度〉99.4％

総合評価
〈満足度〉　99％

〈満足度〉
　90％

１．受入れ事業
〈満足度〉98.7％

２．主催・自主事業
〈満足度〉99.2％

総合評価
〈満足度〉　99％

総合評価　99％

各事業とも参加者から高い総
合評価を得られている。苦情
などの意見もほぼ無かったこと
から、事業の趣旨、当日の流
れなどがしっかり調整できてい
る成果である。
　プログラムだけでなく広報に
ついても、関係団体の協力に
より充実してきているので、今
後も、つながりを大切に、工夫
改善に努めていく。

受入事業、主催・自主事業
ともに、利用者から好評価
を得ており、適切な対応が
出来ている。
施設の老朽化や改築工事
による利用制限がある中、
今後も維持できるよう取り組
む必要がある。

キャンセルなどにより定員
割れがあると、収支の状況
が厳しくなる。県民の生涯
学習への支援と、安定した
事業運営とのバランスの両
立など、事業設計のさらな
る改善などに取り組む必要
がある。

運
営
業
務

（
主
催
・
自
主
事
業

）

参加費につ
いて

〈満足度〉
90％

・「とても良い」「良い」を合わせ
ると100％。
・自主・主催事業共に、リーズ
ナブルな価格設定を行い、より
多くの様々な方々が参加でき
るよう努めている。さらに、手厚
い職員対応を心掛けることで、
満足度の高い事業を提供でき
ている。

【評価基準（②満足度）】

総合評価においては各評価項目の満足度の平均

各評価項目においてはそれぞれの満足度

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満
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Ⅲ．サービスの安定性評価（財務状況）　　　　　　

１．収支

(1) 収入

前年比 計画比

（％） （％）

390 411 470 121% 114%

306 300 281 92% 94%

3 3 0 0% 0% 工事のため実績なし

20 40 123 615% 308%

61 68 66 108% 97%

42,809 42,809 42,809 100% 100%

417 956 662 159% 69%

78 262 132 169% 50%

132 198 234 177% 118%

207 316 296 143% 94%

739 180 75 10% 42%

44,355 44,176 44,016 99% 100%

(2) 支出

前年比 　計画比

（％） （％）

22,585 23,655 22,769 101% 96%

0 0 0 0% 0%

67 288 214 319% 74%

293 380 448 153% 118%

7,137 6,300 6,409 90% 102%

1,480 757 803 54% 106%

216 350 191 88% 55%

324 100 150 46% 150% 配布用マップ補充

3,794 4,280 4,100 108% 96%

1,319 800 1,160 88% 145% 食堂機材の故障増加

4 13 5 125% 38%

1,137 1,083 997 88% 92%

385 427 385 100% 90%

535 360 384 72% 107%

129 180 159 123% 88%

17 18 0 0% 0% 対象物建替えのため

71 98 69 97% 70%

6,029 6,502 6,552 109% 101%

614 880 678 110% 77%

352 0 152 43% -

12 18 18 150% 100%

2,455 2,270 2,490 101% 110%

公課費 2,218 2,800 2,166 98% 77%

42,899 44,176 42,893 100% 97%合計（Ｂ）

〈現状分析・課題〉

電気代の高騰に備え抑制的に予算を調整してきたが、利用者が増加すると同時に修繕が増え、発電機のバッテリー寿命、研修室エアコンの故障、食堂機材の故障が続
き、予定額を超える支出となった。新館移転まであと半年を残すところまできているが、利用者が利用しやすい施設の維持管理を引き続きしっかり行う必要がある。次年度
は、新館移転に伴う閉館や新施設の固定費上昇、警備料の上昇、電気代高騰が課題となっており、経費縮減では対応しきれない可能性のある外的要因が顕在化してお
り、所管課と連携して対応する必要がある。

委託料

使用料及び賃借料

備品購入費

負担金

間接経費

〈現状分析・課題〉

　全体的にコロナ禍の影響が残っており、キャンセルが続いたことから伸び悩んだ。特徴的な結果としては、研修室利用が増えているが、これは前年度から野外炊飯場の
閉鎖に伴う防災炊き出しプログラムを導入したことと、事務所のLAN延長後のWI-FI利用環境を整備した結果であることが推察される。

人件費

賃金

旅費

キャンプ場

研修室及び訓練室

プレイホール（体育館）

指定管理料

自主事業
収入

計

主催事業収入

自主事業収入

事業収入その他（薪代・シーツ代等）

令和3年度実績

燃料費

令和3年度実績

報償費

計

消耗品費

支出項目 事業計画 令和4年度実績 特記事項

需用費 印刷製本費

光熱水費

修繕料

その他（食糧費等）

役務費

計

通信運搬費

手数料

損害賠償保険料

火災保険料

自動車保険料

収入項目 事業計画 令和4年度実績 特記事項

利用料金
収入

計

宿泊室

その他収入（自販機電気料等）

合計（Ａ）



別紙６－Ⅲ

２．経営分析指標

前年比 計画比

（％） （％）

【経営分析指標の評価の考え方】

-

115%

令和３年度実績

利用料金比率
0.9% 1.1% 121%

（利用料金収入／収入(Ａ)）

外部委託費比率 外部委託費合計／支出

利用者あたり管理コスト 支出／利用者数

利用者あたり自治体負
担コスト

指定管理料／利用者数

過年度実績や類似施設と比較して、適切な範囲内となっているか確認する。
※増減がある場合には、外部委託の範囲が仕様書等に定める適切な範囲内となっている
か、外部委託の活用が業務の効率化に繋がっているか確認する。

利用者１人に対する管理コストについて、過年度実績や類似施設と比較することにより、当
該施設の効率性を確認する。（コストが抑えられていても利用者が減少していないか、ある
いは利用者は増加しているがコストがかかり過ぎていないかなど）
※変動がある場合には、その要因を整理すること。
※過年度に対し上昇している場合、現状の利用者数に対して支出が過大になっていない
か確認する。また、過年度に対し減少している場合、現状の利用者数に対し、必要な変動
費が十分に充てられているか確認する。

利用者１人に対する県の財政負担を確認する。
過年度実績や類似施設との比較により、当該施設の効率性を確認する。

事業収支 収入－支出

利用料金比率 利用料金収入／収入

人件費比率 人件費／支出

事業収支がマイナスの場合、継続性の面で課題となるため、県、指定管理者で協力して黒
字化のための方策を協議する必要がある。
※計画や過年度実績に対し変動がある場合には、その要因を整理すること。

指定管理者の主な収入源がどこにあり、それが安定したものであるのかを確認する。
※過年度実績に対し増減がある場合には、利用料金そのものの増減によるものか、自主事
業等その他収入の増減によるものかなど、その要因を整理すること。

過年度実績や類似施設と比較して、適切な範囲内となっているか確認する。
※変動がある場合には、人件費そのものの増減によるものか、その他支出項目の増減によ
るものか、その要因を整理すること。
※人件費の減少がある場合には、それにより効率が低下していないかを確認する。また、
人件費の増加がある場合には、求められる管理水準に対し必要な措置か確認すること。

収益率 事業収支／収入

計画、過年度実績、類似施設と比較して、安定したものとなっているか、適切な範囲内と
なっているか確認する。
※計画や過年度実績に対し変動がある場合には、その要因を整理すること。
※計画等に対し上昇している場合、必要な変動費が十分に充てられているか確認するこ
と。また、計画等に対し減少している場合、当初の収支見込が適切であったか精査するこ
と。

利用者あたり自治体負担コスト
4,576円 3,094円 68%

（指定管理料／利用者数）

〈現状分析・課題〉

管理コストや負担コストが前年度から改善したものの、コロナ禍の影響と新館建設による野外炊飯活動ができず、宿泊利用者の減少が続いているため、
計画値よりも高くなっている。

評価指標 計算方法

249%

Ⅲ．サービスの安定性評価
（財務状況）
取組改善案

事業収入につながりにくい日帰り利用が多く、事業収入の急激な回復は厳しい状況である。
新館利用開始までは、限られた既存施設を有効活用して、収入増に向けて取り組む必要がある。

1,243円

評価の考え方

Ａ評価（③財務状況）

外部委託費比率
14.1% 15.3% 109%

（外部委託費合計／支出(Ｂ)）

利用者あたり管理コスト
4,585円 3,101円 68%

（支出(Ｂ)／利用者数）

104%

242%

14.7%

1,283円

人件費比率
52.6% 53.1% 101%

（人件費／支出(Ｂ)）
99%

評価指標 事業計画 令和４年度実績 特記事項

事業収支（Ｃ）
1,456 1,123 77%

（収入(Ａ)－支出(Ｂ)）
0

0.9%

53.5%

収益率
3.3% 0.0% 2.6% 78% -

（事業収支(Ｃ)／収入合計(A)）

【評価基準（③財務状況）】

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満
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Ⅳ．総合評価
１．目標

評価指標 令和６年度

①利用状況 利用者数 35,568

②満足度 満足度 90%

財
務
指
標

③財務状況 収益率 0%以上

２．評価結果

前年比 計画比

①利用状況 利用者数 9,356 34,435 13,834 148% 40.2%

上半期はコロナ禍による利
用のキャンセルが相次いだ
が、下半期にかけ、利用者
が徐々に増え始めた。
　しかし、本館改築工事に
伴う野外炊飯活動等の施
設利用に制限があり、利用
者の本格的な回復には至
らなかった。
　また、次年度は新館への
移転に伴う休所期間（9月
～11月）があるため、今年
度と同様に利用者数の低
迷が予想されるが、新館移
転後の閑散期（1月～3月）
を対象とした利用促進策を
打ち出せるかが課題とな
る。

Ｃ
（-10点）

34,997

②満足度 満足度 99% 90% 99% 100% 111%

受入事業、主催・自主事業
ともに、利用者から好評価
を得ており、適切な対応が
出来ている。
施設の老朽化や改築工事
による利用制限がある中、
今後も維持できるよう取り組
む必要がある。

Ｓ
（20点）

90%

財
務
指
標

③財務状況 収益率 1.6% 3.1 2.6% 163% 52%

管理コストや負担コストが前
年度から改善したものの、
コロナ禍の影響と新館建設
による野外炊飯活動ができ
ず、宿泊利用者の減少が
続いているため、計画値よ
りも高くなっている。

Ａ
（５点）

0％以上

Ａ
（25点）

※「現状分析・課題」 、 「取組改善案」は６－Ⅰ～Ⅲから転記する。
※「 目標値」は、「取組改善案」を踏まえ、現年度の目標を可能な限り数値目標として設定する。

111%

・防災炊飯プログラムは、近
年の災害対応ニーズや、
子どもたちの生きる力の育
成、ヒントに繋がる体験教
育プログラムとして、学校や
引率者から、高評価な意見
が多々あった。
・プレイホールの体験プロ
グラムを充実させたことで、
利用団体が常に悩んでい
た雨天時の代案としても、
解決策になっており、利用
団体が相談可能な環境を
提供できている。

Ｓ
（10点）

総合評価 概ね適正に維持管理、運営できている。

活
動
指
標

④重点取組事項
施設が提供する活
動プログラムの充実
（満足度）

98% 90%

　新館の建設で野外炊飯がで
きないことから、代替として防
災炊飯プログラムを開発し提
供してきた成果が、高評価に
つながった。

次年度の下半期から、野外炊
飯が再開することから、これま
での成果を反映させた炊飯活
動のプログラム開発に努めて
いく。
　そこに社会的ニーズの高い
防災の要素を加えていく方針
で臨みたい。

90%

0%以上

34,997

90%

0%以上

事業収入につながりにくい日
帰り利用が多く、事業収入の
急激な回復は厳しい状況であ
る。
新館利用開始までは、限られ
た既存施設を有効活用して、
収入増に向けて取り組む必要
がある。

0%以上

取組改善案

36,148

90%

今年度は、会場参加とオンライ
ン参加が同時にできるハイブ
リッド配信の機材を導入し、コ
ロナ禍でも学びを止めない事
業運営を取り入れており、今後
も、時代のニーズに見合った
事業形態を推進していただき
たい。
令和５年度は、新館への引越
による閉所期間があるため、受
入事業と主催・自主事業をバ
ランスよく運営できるよう業務
の見直しや効率化を図る必要
がある。

子ども向け事業だけでなく、一
般向け、指導者向けの事業も
バランスよく展開し、多くの県
民のニーズに応えられるよう努
めるとともに、多彩な利用方法
を提案できるよう取り組む必要
がある。
また、令和５年度内には新館
の利用開始が予定されてお
り、新規事業の実施や既存事
業の充実に向けた検討が必要
である。

100% 102%

評価項目 備考

成
果
指
標

令和４年度 令和５年度

34,435

90%

令和７年度

評価項目

成
果
指
標

令和５年度
目標値

評価
令和４年度

実績
評価指標

事業計画
（目標値）

令和３年度
実績

現状分析・課題
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【評価基準】

①利用状況

目標値に対する達成率

Ｓ：110％以上

Ａ：100％以上、110％未満

Ｂ：80％以上、100％未満

Ｃ：80％未満

②満足度

総合評価における満足度（各評価項目の平均値）

Ｓ：90％以上

Ａ：80％以上、90％未満

Ｂ：70％以上、80％未満

Ｃ：70％未満

③財務状況

収益率（事業収支／収入合計）

Ａ： 0％以上

Ｂ：-5％以上、0％未満

Ｃ：-5％未満

④重点取組事項

目標に対する評価

Ｓ：目標を大きく上回る

Ａ：目標を概ね達成

Ｂ：目標を下回る

Ｃ：目標を大きく下回る

【各評価項目点数】

【総合評価基準】



経営状況分析シート　【施設名称：玉城青少年の家】
指標 直営 指定管理① 指定管理② 指定管理③

単位 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標 人 - - - - - - - - - - - 32,276 32,803 33,338 33,882 34,435 34,997 38,568

実績 人 - - - 31,032 28,851 33,699 37,774 36,193 36,344 36,625 31,758 31,950 24,121 11,278 9,356 13,834 - - -

目標比 ％ - - - - - - - - - - - 99.0% 73.5% 33.8% 68.9% 40.2% - - -
H22比 ％ - - - - 93% 109% 122% 117% 117% 118% 102% 103% 78% 36% 30% 45% - - -

千円 - - - 0 32,617 32,726 33,272 37,111 37,111 37,111 37,111 37,111 42,420 42,809 42,809 42,809 - - -
％ - - - 0.0% 98.9% 87.6% 91.6% 87.4% 86.7% 89.3% 92.5% 91.8% 95.2% 99.8% 99.7% 99.8% - - -

千円 - - - 2,634 4,088 2,990 3,294 3,395 3,256 2,561 2,399 2,136 1,685 133 390 470 - - -
％ - - - 100.0% 11.0% 8.0% 8.5% 8.0% 7.7% 6.1% 5.8% 5.2% 3.7% 0 0 0 - - -

千円 - - - 73 89 74 142 1,932 1,900 1,751 1,553 1,511 468 417 662 - - -
千円 - - - 405 1,784 1,996 1,814 83 75 135 224 152 191 739 75 - - -
千円 - - - 2,634 37,183 37,589 38,636 42,462 42,382 41,647 41,396 41,024 45,768 43,601 44,355 44,016 - - -

管理費計 千円 - - - 61,058 32,979 37,364 36,340 42,462 42,801 41,538 40,138 40,431 44,540 42,889 42,889 42,893 - - -
千円 - - - -58,424 4,204 225 2,296 0 -419 109 1,258 593 1,228 712 1,466 1,123 - - -
％ - - - -2218.1% 11.3% 0.6% 5.9% 0.0% -1.0% 0.3% 3.0% 1.4% 2.7% 1.6% 3.3% 2.6% - - -
円 - - - 1,968 1,143 1,109 962 1,173 1,178 1,134 1,264 1,265 1,847 3,803 4,584 3,101 - - -
円 - - - 0 1,131 971 881 1,025 1,021 1,013 1,169 1,162 1,759 3,796 4,576 3,094 - - -
円 - - - 85 142 89 87 94 90 70 76 67 70 12 42 34 - - -

特記事項 ※年度毎の変動について要因分析を記載 目標設定の考え方 ※目標設定の根拠や考え方などを記載

実績変動の要因分析

R１年度

R４年度

R３年度 新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため、利用者数及び利用料金収入の減

R２年度 新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため、利用者数及び利用料金収入の減

収益率（収支／収入計）

/単位
一人あたり管理コスト
一人あたり指定管理料
一人あたり利用料金収入

成果指標
利用者数

財務指標

指定管理料
 県負担割合（指定管理料／管理費計）

利用料金収入
 利用料金比率（利用料金／収入計）

事業収入
その他収入

収入計

収支

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

管理費計

収入計

指定管理料

利用料金収

入

利用者数

（千円） （人）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

利用者一人あたり

一人あたり管理コスト

指定管理料

一人あたり利用料金収

入

（参考）利用者数

（円） （人）



・・・・・・・・職員等

・・・・・・・・職員以外

・・・・・・・・書類等の流れ

・・・・・・・・現金の流れ

(備考)

（利用許可申請書原本、現金） ① 活動促進係が利用者から利用許可申請書原本を受け取り

① ③

② 利用者の退所前に、料金計算書を参考に、実際に

利用した箇所を利用者と相互確認し領収書を作成する。

③ ③ 事務係または、活動促進係は、利用者の支払う利用料金を

受領・確認し、領収書を利用者へ渡す。

（活動促進係が受領した場合は、事務係に領収書控えと現金を

引き継ぐ。）

④ 事務主任と事務係は、領収書の控えと現金を突合する(毎回)

⑤ 事務係または事務主任は、金庫内金種表の収入金額を記載する(毎回)

⑥ 事務係または事務主任は、金庫内現金確認書に収入記載する(毎日)

⑦ 事務主任は、現金を金庫に保管する(毎日)

（金庫内金種表、金庫内現金確認書） ⑧ 利用料金の合計が５万円を超えた場合、所長と現金を確認し銀行

口座へ入金する。（入金前現金と振込票を突合する）

⑨ 金庫内現金確認書と、通帳の入金済額を確認する(毎回)

事務主任・事務係
④領収書と現金の突合(毎回)

⑤金庫内金種表の収入金額を記載(毎回)

所長または副所長・事務主任
⑨現金確認書と通帳の入金額を確認(毎回)

フロー図 利用料金の種類と金額

事務係または、活動促進係
②利用者と利用箇所を相互確認し、領収書を作成する。

区分 利用料金額

研修室及び訓練室

キャンプ場

宿泊室
1人1泊につき320円
1人1泊につき630円
1人1泊につき150円
1人1泊につき260円

児童及び生徒
一般及び学生

プレイホール

1室1時間につき150円
1室1時間につき370円
1時間につき370円
1時間につき730円

児童及び生徒
一般及び学生

一般及び学生
児童及び生徒

別紙５

料金徴収フロー図(例示)

利用料金の名称
沖縄県立玉城青少年の家

施設利用料金
施設の名称 沖縄県立玉城青少年の家

（現金出納簿、現金）

（領収書控え、現金）

指定管理者：一般社団法人沖縄じんぶん考房

児童及び生徒
一般及び学生

１　「児童及び生徒」とは、就学前の幼児及び小学校の児童並びに中学校及び高等学校の生徒その他これらに準ずる
者をいい、「一般及び学生」とは、「児童及び生徒」に該当しない者をいう。
２　研修室及び訓練室並びにプレイホールに係る基準額は、これらの施設を利用する団体(利用者が個人である場合に
あたっては、当該個人)を単位とする。

※利用料金の減免については、「沖縄県立青少年の家の設置及び管理に関する条例」に定めるところによる。

⑧金庫内の利用料金が5万を超えた場合に、

（領収書）

　所長が銀行口座に入金する。

⑦現金を金庫に保管(毎日)

⑥金庫内現金確認書に収入記載(毎日)

利用者

所長又は、事務主任・事務係

利用料金計算書を作成する。



（３～５については、改善が必要です）

（３～５については、改善が必要です）

（７については、改善が必要です）

別紙４

労 働 条 件 等 自 主 点 検 表

施設名称

指定管理者名

２　就業規則
　就業規則（労働時間、休日、休憩、休暇、賃金の定め
方及び支払方法、退職（解雇の事由を含む。）等、労働
条件の具体的細目を定めた規則）を作成しています
か。また就業規則の内容が実際の勤務の状況に合っ
ていますか。

　常時１０人以上の労働者(パートタイム労働者を含
む。）を使用する事業場では、就業規則を作成し、所轄
労働基準監督署長へ届け出なければなりません（法第
８９条）
　また、常時各作業場の見やすい場所への掲示、備付
け、書面の交付又は電子機器の設置等により労働者
に周知させなければなりません（法第106条）

常時使用す
る労働者は
10人未満で
ある。

常時使用する労働者が10人以上である

作成して監
督署に届け
出てあり、
内容も実情
に合ってい
る

作成して監
督署に届け
出てある
が、内容が
実情に合っ
ていない

作成してあ
るが、監督
署に届け出
ていない

　  ※　以下の確認事項に従い、指定管理者による確認結果欄の該当する箇所に○を付け、記入が必要な箇所については記入願います。

確認事項 指定管理者による確認結果

１　労働条件の明示
　労働契約を締結するに当たり、労働時間、賃金、退職
（解雇の事由を含む。）、安全衛生等の労働条件を労働
者に対し明示していますか。この場合において、労働
時間、賃金等に関する事項について書面を交付してい
ますか。

　労働契約の締結時には、パートタイム労働者を含む
すべての労働者に対し労働時間、賃金、退職（解雇の
事由を含む）、安全衛生等の労働条件を明示しなけれ
ばなりません。特に、労働契約期間、有期労働契約を
更新する場合の基準、始業・終業の時刻、所定時間外
労働の有無等、約定賃金の決定、計算、支払の方法及
び賃金の締切り、支払の時期等、退職（解雇の事由を
含む。）については、書面を交付しなければなりません
[労働基準法（以下「法」といいます。）第１５条]

就業規則、
労働条件通
知書を交付
して労働条
件全般につ
いて明示し
ている

労働条件全
般について
口頭で明示
するととも
に、労働時
間、賃金等
に関する事
項について
は書面を交
付している

労働条件全
般について
口頭で明示
している
が、書面の
交付はして
いない

労働時間、
賃金等の労
働条件の一
部について
のみ口頭で
明示してい
る

労働契約締
結時には明
示していな
い

1

作成してい
ない

1 2 3 4 5

2 3 4 5

４週３日以下

３　所定休日
　所定休日をどのように定めていますか。
　
　休日は少なくとも毎週１日又は４週間を通じ４日を与
えなければなりません（法第３５条）

週休2日制 週休１日制 その他

完全(毎週) 月３回 隔週 月１～２回 週１日 ４週４日

1 2 3 4 5 6 7

一般社団法人沖縄じんぶん考房

令和4年度対象年度沖縄県立玉城青少年の家



（２、３については改善が必要です）

※年次有給休暇の法定の付与日数表（週所定労働日数が５日以上、
　又は、週所定労働時間が30時間以上の労働者の場合。）

※なお、月30時間未満の労働者は比例付与することとされています。

（２、３については、改善が必要です）

（２については、改善が必要です。）

【支払う賃金(A)と地域別最低賃金（B)の比較方法】

時間外労働・深夜労働について

（２、３については改善が必要です。）

休日労働について

（２、３については改善が必要です。）

勤続年数 0.5 1.5

16 18 20

５　健康診断
　定期健康診断を実施していますか。

　常時使用する労働者については、年１回定期に健康
診断を行わなければなりません（労働安全衛生法第６
６条）。
　なお、深夜業を含む業務等に常時従事する労働者に
対しては６月以内ごとに１回定期に健康診断を行わな
ければなりません（労働安全衛生規則第４５条）

毎年１回以上定期的
に行っている

年によって行ったり
行わなかったり一定
しない

行ったことがない

1 2 3

４　年次有給休暇
　年次有給休暇についてはどのように取り扱っていま
すか。

　年次有給休暇は、６ヶ月間継続勤務し、全労働日の８
割以上を出勤した労働者については１０労働日、以降１
年ごとに付与日数を増加しなければなりません（法第３
９条）
　
　

法定どおりの年次有給
休暇を与えている

年次有給休暇を与えて
いるが、付与日数が法
定を下回っている

年次有給休暇を与えて
いない

1 2 3

2.5 3.5 4.5 5.5 6.5以上

付与日数 10 11 12 14

2 3

３割５分以上の割増
率にしている

３割５分未満の割増
率にしている

休日労働をさせてい
るが、支払っていな
い

1 2 3

６　最低賃金
　地域別最低賃金以上の賃金を支払っていますか。
　
　なお、地域別最低賃金には次の賃金は含まれませ
ん。
　　　①臨時に支払われる賃金（結婚手当等）
　　　②１月を超える期間ごとに支払われる賃金
         （賞与等）
　　　③所定外・休日・深夜の労働に対して支払われ
　　　　 る割増賃金
　　　④精皆勤手当、通勤手当、家族手当

支払っている 支払っていない

1 2

７　割増賃金
　時間外労働・休日労働又は深夜労働を行わせた場合
に、その時間に対する割増賃金は、どのように支払っ
ていますか。

　法定労働時間を超える時間外労働については、2割5
分以上、法定休日における休日労働については3割5
分以上、深夜労働（午後10時から翌日午前5時の間の
労働をいいます。）については2割5分以上の割増賃金
を支払わなければなりません（法第37条）。

※割増賃金の基礎となる賃金には、家族手当、通勤手
当、別居手当、子女教育手当、住宅手当、臨時に支払
われた賃金、一箇月を超える期間ごとに支払われる賃
金は算入しません。

２割５分以上の割増
率にしている

２割５分未満の割増
率にしている

時間外労働又は深夜
労働をさせている
が、支払っていない

1

時間によって定

められた賃金

（時間給）

日、週、月等

によって定め

られた賃金

当該期間における所定労

働時間数（日、週、月に

よって所定労働時間が異

なる場合には、それぞれ１

週間、４週間、１年間の平

均所定労働時間数）

地域別

最低賃金

（時間額）＋ ÷ ≧

(A) (B)



※調査対象となる従業員は、雇用形態（正社員、派遣社員、契約社員、パートタイマー等)に関わらず、当該指定管理施設において

   指定管理者と雇用契約を結ぶ指定管理業務にもっぱら従事する従業員(平成○年３月末における業務全体のうち、当該業務の

 　割合が概ね50％以上の従業員)となります。　

※調査対象となる従業員は、雇用形態（正社員、派遣社員、契約社員、パートタイマー等)に関わらず、当該指定管理施設において

   指定管理者と雇用契約を結ぶ指定管理業務にもっぱら従事する従業員(令和４年３月末における業務全体のうち、当該業務の

 　割合が概ね50％以上の従業員)となります。　

当該指定管理施設で勤務する従業員の雇用保険
加入状況

8 8 0

確認事項 指定管理者による具体的な取組内容

８　雇用保険の加入について

確認事項 従業員数
うち雇用保険
加入従業員数

うち雇用保険
未加入従業員数

従業員数
うち健康保険
加入従業員数

うち健康保険
未加入従業員数

うち厚生年金保険
加入従業員数

従業員の雇用保険加入に関する取組
社会保険労務士と顧問契約を締結し、法令順守に努めている

確認事項 未加入とする理由

従業員に雇用保険未加入者がいる場合の未加入
理由

経営者にあたる指定管理団体の理事のため加入ができない

従業員に健康保険・厚生年金保険未加入者がい
る場合の未加入理由

勤務時間による加入要件を満たしていないため

確認事項 指定管理者による具体的な取組内容

従業員の健康保険・厚生年金保険加入に関する
取組 社会保険労務士と顧問契約を締結し、法令順守に努めている

確認事項 未加入とする理由

うち厚生年金保険
未加入従業員数

当該指定管理施設で勤務する従業員の健康
保険・厚生年金保険加入状況

8 7 1 7 0

９　健康保険・厚生年金保険の加入について

確認事項


